
日本での緊急用シャワー＆洗眼器の設置義務（設置基準）
① 労働安全衛生法特定化学物質予防規則 第38条 → 設置義務
② 石綿障害予防規則 第31条 → 設置義務
③ (M)SDS制度(化学物質排出把握管理促進法) → 遵守
④ リスクアセスメント実施義務(労安法第57条の3) → 努力義務

(SDS 交付義務対象640物質)
⑤ OSHMS(労働安全衛生マネジメントシステム) → 遵守

特化則は設置義務をうたうだけで抽象的であるため、具体的な基準はANSI（アメリカ規格協会）
規格が事実上の国際規格となっている。

<参考資料>

労働安全衛生法特定化学物質予防規則 第38条（特化則）
事業者は、第一類物質又は第二類物質を製造し、又は取り扱う作業に労働者を
従事させるときは、洗眼、洗身又はうがいの設備、更衣設備及び洗濯のための
設備を設けなければならない



「設置場所」
・容易に利用できる場所で常に照明で明るく照らされている場所に設置すること
・緊急用シャワー・表示板は見やすい位置に設置すること
・温水と冷水が混合されて、ぬるま湯、適温水が供給されることが最良 ※急な冷水を浴びると心臓まひ等の恐れ
・十分な床排水が必要。 ※汚染された衣類等は規制、条例等に従って処分すること

「緊急用シャワー」
・羅災場所から10秒以内に到着できること
・トライアングルの引き棒を引くことで、1秒以内に作動しなければならない

※化学物質や有害物質に接触した衣類はすべて脱ぐ
・少なくとも15分間、持続して流水が確保できること
・給水圧力0.2MPa以上、75.7L/min以上の流量を確保しなければならない
・週に1度の通水テストを実施すること

「洗眼器」
・単一動作で1秒以内に操作できること

※両目まぶたを親指と人差し指で開き、目の表面全部とまぶたの裏側に水が行き渡るよう目を動かしながら洗える。
・少なくとも15分間、持続して流水が確保できること

※ゆっくり反応する化学物質もあるので、眼科医を必ず受信する
・給水圧力0.2MPa以上、1.5L/min以上の流量を確保しなければならない
・週に1度の通水テストを実施すること

<参考資料>
米国ANSI Z358.1基準で定められている緊急用シャワー＆洗眼器

(日本エンコン株式会社HP抜粋)
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